
◎秋田県大仙市立西仙北中学校の事例では、なぜ１人で
学ぼうとすると出来なくて、みんなと一緒なら出来るの
かがよく分かりました。また、自分の宿題の取り組み方
を自己評価する方法は、とても参考になりました。出来た・
出来ないという評価だけで終わりがちですが、自分の取
り組みの内容面まで振り返ることが重要だと分かりまし
た。ぜひ、本校の教員にも紹介して、取り入れたいと思
います。

◎富山県富山市立速
はや

星
ほし

中学校の無監督テストは、取り組
みだけを捉えると特異な例だと思いましたが、生徒と教
師との信頼関係の構築という観点では、至極当然の結果
だと気付きました。学校は、教師が生徒に一方的に命令
する場ではなく、温かな心の交流を中心とした人間関係
の醸成の場だと分かってはいましたが、今回の記事で改
めて気付かされた思いです。

◎「学力の二極化の根本には、学習への意識の二極化が
ある」という香川県多

た

度
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つ

町立多度津中学校の新名勝校
長の言葉にはうなずけるものがありました。「どうせやっ
たって……」と投げやりな生徒でも、少し努力すれば「出
来る、分かる」が実感できることを、繰り返し、粘り強
く行うことが大事だと思います。意識と学力の向上は表
裏一体のものだと思いました。

◎東京都鷹
たか

南
みなみ

学園の実践が大変印象的で、勉強になりま
した。コミュニティ・スクールを基盤として学校運営に
当たる例は知っていましたが、三鷹市が市内７つの中学
校の各学区を１つの学園として小・中一貫教育を進めて

いる様子がよく分かりました。

◎京都教育大の伊藤崇
たか

達
みち

准教授が言われた「１人で学ぶ
ための３つの要素」である「メタ認知能力の重要性」「生
活習慣の見直し」「教師との信頼関係」は大変分かりやす
く、非常に有益でした。特に宿題について「外的調整」
で取り組ませるか、「取り入れ調整」で取り組ませるかは、
今後、私が課題を行わせる際に役立つ視点であり、早速
日々の教育活動に生かしたいと思います。

◎「私を育てたあの時代、あの出会い」の高知県高知市
立城東中学校の田中敏彦校長の「生徒が変わると信じて
努力するのが教師の使命」という言葉が心に残りました。
諦めずに粘り強く日々の仕事に取り組むことを忘れては
ならないと、改めて感じました。

◎「Benesse 発　これからの教育」の東京都豊島区立千
川中学校のタブレットＰＣを用いた取り組みでは、プレ
ゼンテーションの作成や、ＩＣＴスキルの高い生徒によ
る指導など、他の生徒に教えるための手法を使っている
ことが、全体の学力の向上につながっているのではない
かと感じました。

◎「ミドルリーダーの挑戦」の大分県豊後高田市立高田中
学校の堀之内健治先生の「自分の思いではなく、生徒の思
いを大切にした指導」という言葉が印象に残りました。教
師の役割は、生徒を育てることです。自己満足ではよくな
いということを肝に銘じました。

2013 Vol.3「１人で学べる生徒を育てる」へのご意見

今の中学 3年生が社会人となる頃、世の中はどのように変化しているので
しょうか。これから生きる社会がどのようなものであっても、また、生徒
の選ぶ道がどんなものであっても、生徒自身が自分の選択に納得し、責任
を持って、前を向いて人生を切り開いていく準備となるのが「キャリア教育」
なのだと、取材を通して改めて実感しました。
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このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』中学版のバックナンバーは「ベネッセ教育総合研究所」ウェブサイト（http://berd.benesse.jp）でご覧いただけます。
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上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム
開催報告レポートのご案内

これからの英語の指導と学びを考える
─全国の高校入試分析結果と中高生の英語学習実態をもとに─

2013 年 12 月1日、中学校・高校の英語教育を考えるシンポジウムを上
智大学で開催いたしました。全国から270人を超える皆様にご参加いた
だき、ありがとうございました。指導事例のご紹介、ご参加の先生方とパ
ネリストとの意見交換も行いました。これらを含めたシンポジウムの詳細
なレポートを、２月下旬に下記ウェブサイトでご案内します。報告書もダウ
ンロードできます。ぜひご覧いただき、今後のご指導を考える上でのご参
考になりましたら幸いです。

＊ARCLE( アークル、Action Research Center for Language Education) は、
　ベネッセ教育総合研究所が運営する英語教育研究会です

詳しくは アークル　英語教育 検索

 http://www.arcle.jp/
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